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「あなたがたがわたしを選んだ

のではない。わたしがあなたが

たを選んだ。あなたがたが出か

けて行って実を結び、その実が

残るようにと、また、わたしの名

によって父に願うものは何でも

与えられるようにと、わたしがあ

なたがたを任命したのである。

互いに愛し合いなさい。これが

わたしの命令である。」 

ヨハネ福音書15 章16 ～17 節 

財務の立場で教区活動に携

われることを感謝します。九州教

区の財務の動きをお伝えします。 

まず一つには「再配分協力金」

です。毎年、各個教会への本教

会協力金が示されてきます。九

州教区は、その協力金を現住堅

信会員数に合わせて再配するシ

ステムを採っています。この「再

配」は、九州教区独自のシステ

ムです。各教会が送ってくださる

「再配分協力金」を本教会に送

金する分と教区で活用する分に

分けます。教区活用分は信徒育

成（夏期聖書学校、中高生キャ

ンプなど）や建物老朽化対策基

金などに用いられます。また教

区内の11 の教会（協力金が50

万円以上）に特別協力金をお

願いしており、人件費の補助金

として充当し、支え合っています。 

二つ目は、「牧師とその配偶

者の健康診断」です。健康に留

意して、お元気でその務めに励

んでいただきたいと願っている

からです。信徒の皆さん一人ひ

とりが牧師を支えています。健康

診断を受けてくださるよう勧めて

ください。 

そして、三つめが「災害への

備え」です。災害がおきて緊急を

要する際は、100 万円を上限と

して、教区長、副教区長、財務部

長の３人のうち２人が同意すれ

ば救援金を支出できる旨、今期

の常議員会で決定しました。災

害は起きないにこしたことはあり

ませんが、各地で災害がおきて

困難のなかにある方々をおぼえ

ます。昨年の西日本豪雨災害の

際には初動で、高圧洗浄機を教

区から送りました。 

皆さんのお支えによってこれ

らの働きを続けていくことができ

ます。神さまの恵みを感謝し、そ

の恵みへの応答として、この年も

祈りと力を合わせていきましょう。 

巻頭言  「支え合う九州教区」 

会計兼財務部長 平山俊生 
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久留米教会 

日本福音ルーテル久留米教会

の正式な活動開始は1901 年

である。遡ること3 年、1898 年

にデンマークミッションの宣教師

としてJ.M.T. ウィンテル宣教師

が来日、東京にて日本語学習の

為に下宿した先が、当時改革派

教会副牧師の米村常吉宅であ

った。その後ウィンテル宣教師は

佐賀のピーリー宣教師と連絡を

取り、翌年佐賀に赴任。米村牧

師も協力することとなり、ルーテ

ル教会の牧師となる。この両名

を初代宣教師・牧師として、日本

福音ルーテル久留米教会の活

動は始められることとなる。 

この活動は大きな実りを結び、

教会の働きは拡大、その中で

人 が々求めたのが礼拝堂であっ

た。当初は一般家屋、後には武

家屋敷を改築して仮礼拝堂とし

ていたが、1918 年、W.M. ヴォ

ーリズ設計のもと、赤煉瓦の礼

拝堂が建てられる。久留米で最

初の礼拝堂であった。 

しかし、第二次大戦中、教会

は大きな危機を迎える。礼拝の

監視など世間的な逆風が強く

教会活動も縮小、1915 年に始

まった日善幼稚園も休園となる。

終戦直前には空襲により久留米

市街地はほぼ壊滅、教会にも火

の手が及ぶも、からくも延焼を

免れる。一面の瓦礫の中すっくと

聳え立つ赤煉瓦の礼拝堂の姿

に感動の涙が流れたと当時を

知る教会員は語る。 

戦後、教会は再び躍進の時を

迎える。その群れからは数多くの

牧師も誕生し、日善幼稚園の働

きも再開された。その後も決して

平坦な道のりではなかったが、

いつも神様の導きがあった。 

2018 年11 月、献堂百周年

は、そんな教会の歴史を振り返

り、主の恵みに思いを向ける時

となった。不安も懸念も尽きるこ

とは無い。しかし、私達はいつも

神様と共にある、そこに希望を

抱き、これからも歩んでゆきたい。

 

 

松橋教会   

１９５１年松橋町での家庭礼拝

が始まり、１９６０年米国の一婦

人の献金により現在地に最初の

会堂が建てられた。ドゥキンズ牧

師とエリス牧師により始められ、

多くの高校生や若者達が熱心

に集っていたという。 

しかし、途中無牧の故に扉が

閉ざされてしまった。それから十

数年後、ベハネン牧師の時に再

び扉が開かれ、水曜夜の祈祷

会が始まった。御言葉の学びと

主を賛美する集いの中で、教会

のビジョンに向けて熱心な祈りと

献金が捧げられていった。 

 

 

 

そして１９８５年に松橋教会で

の日曜礼拝が実現し、毎日曜日

に扉が開けられるようにとの願

いから信徒礼拝も続けられた。

その後、神水教会からボーマン

牧師を送っていただくようになり、

２００５年にシンプルでありなが

ら広い現在の教会が建てられた。 

昨年は米国のルーテル教会

から安達均牧師夫妻を主がお

送りくださった。これからまた、ど

んな素晴らしいことを主がなして

いかれるのか期待しつつ祈り続

けていきたい。 

ᴭ ᾑĽ  
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社会福祉法人  

慈愛園 
 

理事長 潮谷義子 

 

 
 

慈愛園は、米騒動が全国各地

で広がる中で貧困のため売ら

れていく女性のほうが女学校に

行く女性の数よりも多いといった

悲惨な社会状況の中で、子ども

や女性や高齢者を救うために、

1919 年3月の日本福音ルーテ

ル教会総会の決議によって誕生

しました。 

初代園長モード・パウラスは、

1923 年に子供ホーム、婦人ホ

ーム、老人ホームを設立しました。

その後、乳児ホーム、保育所とし

て熊本市内に２か所、荒尾市に

１か所、荒尾市に養護施設など

を次々に設立しました。モード・

パウラスは、宣教師として又社

会福祉に従事する者として、生

きていく上で困難な人々のニー

ズにこたえるという一貫した姿

勢を貫きました。乳児ホームにい

た一人の視力障がい児のため

に障がい児施設を設立しました。

 

モード・パウラスの同労者で

あった潮谷総一郎も、法人運営

とともに視力障がい児のための

「アイバンク」を発足させ、又ハ

ンセン病の人へのボランティア

活動や地域社会がその人たち

の子どもの教育を拒否し人権差

別をする中、児童養護施設に引

き受け養育しました。また元死刑

囚の無罪確定に向けた活動や

老人福祉法草案を国に提言す

るなど広く社会活動もしました。

その後、慈愛園は特別養護老人

ホーム、軽費老人ホーム、障がい

者支援施設を設立し、現在、11

施設を経営し日 7々00 人を超

す施設の利用者を300 人以上

の職員が支援しています。 

2016 年の社会福祉法の改

正により、社会福祉法人は「ガ

バナンスの強化」、「透明性の向

上」、「適正かつ公正な支出管

理」、「地域における公益的な取

り組みを行う責務」などの改革

を進めることが求められており、

慈愛園は里親支援事業を行う

「養育家庭支援センター」を開

設するなど社会福祉法人制度

改革にしたがい地域に貢献する

事業をスタートさせています。

 

慈愛園は今年、創立100 周

年を迎えます。11 月16 日（土）

に創立100 周年記念式典、17

日（日）に創立100 周年記念礼

拝を計画しています。100 周年

記念事業として、現在、地域の

方からの相談を受ける「福祉相

談所」、地域の子どもや障がい

を持った方、高齢者の方が気軽

に利用できる「慈愛園地域福祉

センター」の建設を計画し準備

を進めています。

 

 

ⱦ ỖĽ  ẪӜƝ:Ƣ 
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九州セミナリオ 

社会奉仕部長 井上光行 

 

 

 

 

2018 年10 月18 日、健軍教会

にて九州セミナリオが開かれた。

出席者は牧師、信徒合わせて8

名。講師は門司教会、八幡教会

の岩切牧師であった。遠路はる

ばる来て頂き、大変恐縮であっ

た。 

主な資料は、日本福音ルーテ

ル教会宣教百年信仰宣言「明

日の教会にむかって」、これ以降

に出された声明である「日本国

憲法」の前文および第9条の改

定に反対する声明（2006 年5

月5日）、一刻も早く原発を止め

て、新しい生き方を！日本福音ル

ーテル教会としての「原発」をめ

ぐる声明（2012 年5 月4 日）、

平和を求める声明（2016 年3

月21 日九州教区）、『今、教会

を考える』（渡辺信夫著）、『ボ

ンフェッファ―を読む』（宮田光

雄著）、聖書コリント信徒への手

紙Ⅰ、Ⅱの以上であった。 

今回、宣教百年信仰宣言を

改めて、読み返すことができた。

恥ずかしいことであるが、平和

への姿勢、キリストの使命の再

確認など一つひとつのことに再

びはっとさせられた。これからも

大事にしていきたいと思う。 

『今 、 教 会 を 考 え る』は 、

1923 年生まれで今年96 歳に

なられる著者が、講演されてき

たものを集めたものである。教

会論と教会責任論という2 つの

課題を追及されてきた著者の遺

言と受け止めてもよいぐらい重

いものである。講師が語られた

中で印象的だったのは、渡辺氏

の文を引用されながらも「世に

あるキリスト者」としてという見

出しで、私たちの日本福音ルー

テル教会が、世に開かれた「キ

リストの恵みのみを土台として、

聖書に聴き、熱心に祈る教会」

となるためには、一人ひとりが

「部品化され、顔が見えなくなる」

教会ではなく、代替不可能な存

在のあなたと私（互いの顔が見

える）の教会となっていくことが

必要なのでしょう、というもので

あった。 

大変大事なことの学びの場であ

った。講師の岩切先生は、十分

な準備をして頂いており、もっと

お話を聞きたかったが、時間的

な制約があり、ダイジェスト的に

しか聞けなかったが、今回のよう

なテーマにおいては、時間をか

けて学びつつ、意見交換をしな

がら深く掘り下げても面白いの

ではないか、と思った。夏には夏

期聖書学校があるが、このよう

な時、じっくりと学ぶ機会にでき

れば有難いと思われる。 

教会に集う者の学びの場とし

てのセミナリオがこの九州教区

で行われているということは大

変ありがたいことである。講師の

ご苦労もあるが、これからもぜひ

続けて頂きたい、と心から願うも

のである。  
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役員研修会 
 

伝道部長 立野泰博 

 

2018 年も災害が多い年でした。

いや災害がない年はありません。

毎年しかも頻繁に全国あちこち

で災害がおこっています。この様

な時代の中で教会は何を準備

し、なにを活動していくのか。教

会として一度考える時が必要で

はないかと考えました。 

近年災害がない時はありませ

ん。大雨、豪雨、台風、地震と日

本列島どこで災害が起こっても

おかしくない時代になりました。

九州教区では熊本地震・九州

北部豪雨、東日本大震災支援

活動の経験を活かし、教会で出

来る「減災・防災・危機管理」の

在り方を学ぶ役員研修会がおこ

なわれました。災害時における

教会・施設の在り方、その後の

心のケアを中心に学びました。 

北部九州は10 月13 日箱崎

教会を会場に、南部九州は11

月17 日健軍教会を会場に行わ

れました。健軍教会は熊本地震

の時に避難所になった経緯もあ

り、実際にその場で講演を聞くこ

とが出来ました。それによって身

近な事として振り返りの時を持

つことが出来ました。 

役員研修会の講師と内容は

以下の通りです。小泉基牧師

「健軍教会での避難所経験か

ら」。岩切雄太牧師「熊本地震

できたしこ支援活動の経験か

ら」。立野泰博牧師「東日本大

震災支援から心のケア・臨床宗

教師活動」「平時は非常時の

鏡」。それぞれの経験を生かした

講演に熱心に耳を傾けました。 

講演の中で東日本大震災救

援活動の経験から以下のことを

はなしました。「地震の時のボラ

ンティアは命の危険があることを

理解する」「ボランティアをやる

には覚悟が必要だ( にわかボラ

ンティアでは危険)。」「初めは物

資などの支援、最後は心の支援

に変わってくる。特にお年寄りや

子供のケアをしないといけない」。

緊急支援から自立支援、生活支

援と進んでいきます。最終的に

は「自分たちで切り盛りできるよ

う自立の支援をする」。このなか

で教会ができることは「心のケ

ア」です。 

「わたしたちは地震について

は素人です」。「いち早くお手上

げになろう！」「自分たちだけで

やろうとしない！」「ネットワーク

つながりを用いよう！」「ゴール

（目標）を決めてやろう！」「終わ

りを先に言おう！」「緊急支援か

ら自立支援の見極めが大切！」

「次につながる支援を！」「一人

の孤独死もださない！」「平時が

非常時の鏡です」というキーワ

ードがあります。私たちの教会は

たくさんのネットワークをもってい

ます。地域に、全国に、全世界に。

それをもっと強いきずなで結ん

でおけば非常時に役に立つ教

会となるのではと思います。 
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室園教会 

室園教会は12 月22 日〜25 日、

教会学校→主日礼拝と祝会→

イブのキャンドル礼拝→小国集

会所クリスマス、また音楽の賜

物を持った方々やルーテル学院

の演劇部・コーラス部を交えて

の「クリスマスふぇすた（クリふぇ

す）」と、忙しくも豊かな時間を

与えられました。主日礼拝では

一人の青年が洗礼を受け、キリ

スト者として新しく歩み出したこ

とも、嬉しいクリスマスプレゼント

でした。 

この時期は、普段教会で練習

されるコーラスやオカリナ、また

熊大YMCA 花陵会などの団体

の方が、教会や子どもたちのた

めに奉仕して下さいます。また、

ルーテル学院高校のキャロリン

グをお迎えして、教会前を通る

方々に歌声を披露していただい

たり、熊本YMCA学院の学生た

ちを迎えての礼拝が行われたり。

ルーテル学院の野球部が、一年

の終わりを教会での礼拝で締

めくくるのも恒例となりました。

様々な立場の方々といっしょにお

祝いできたクリスマス、感謝して

ご報告いたします。 

 

 

 

 

学校法人佐賀ルーテル学園 

幼保連携型認定こども園 

唐津ルーテルこども園 

毎年、年長組を中心に最初のク

リスマスの出来事をそれぞれの

役になり、保護者や小さい組の

子どもたちにお知らせします。ア

ドベントになると園内も少しずつ

クリスマスの雰囲気になり、中心

にイエス様がおられることを覚え

て、その喜びと感謝を分かち合い、

お家の方へのプレゼントや世界

のお友だちの事を考え、自分が

できること（お祈り・献金）をしな

がら過ごしていきます。保護者も

その意味を受け止め子どもたち

へのプレゼントをこっそり手作り

で準備してくださいます。子ども

たちは、ページェントの中で、自

分以外の人（マリア、ヨセフ、羊

飼い、天使、博士）を演じながら

イエス様に出会います。大切な事

は何か？イエス様は何故、どのよ

うにお生まれになったかを感じて

いきます。イエス様を中心にその

喜びと感謝を分かち合うこと、自

分の事だけではなく心を合わせ、

祈り、子どもたちと共に神様のメ

ッセージを心静かに聴き、喜びを

分かち合いながら、イエス様をお

迎えしたいと思います。
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ᾟ↑γ 会長 平山美保 

 

11 月、連盟の役員研修会に参

加しました（１泊２日）。連盟役

員と各教区の全役員、協力委員

が集まり、学びと課題を共有しま

した。最も長い時間を費やして

話し合ったのが、連盟の次回総

大会開催地の件でした。ただロ

ーテーションだからというだけで

なく、全員の心が納得して九州

に決まりました。 

教区女性会は紙面による交

流を願って「みちしるべ」を発行

し、今期の活動目標も展開して

います。各女性会の活動や、その

方の「教会への思い」を知って、

心動かされる思いです。女性の

皆さんはもちろん、すべての方に

読んでいただきたいと願うほど

です。ぜひご一読を。 

20 期の２年目です。今年も

「主と共に」歩んでいきたいと願

っています。 

 

 

Ⱬ   

第26 代九州教区壮年連盟役員会 

会長 谷口象二郎（大江教会） 

 
 

九州教区壮年連盟はこれまで、

会員相互の交わりと学びをとて

も大切にしてきました。第２５代

役員会の筑後地区に担当して

いただいた昨年の第４９・５０回

修養会では、「日本福音ルーテ

ル教会のルーツを尋ねて」（坂

井信夫先生）、「世界の宗教と

私のキリスト教」（宮原信孝先生）

というお話を伺いました。いずれ

も、私たちの教会と信仰の寄っ

て立つところの原点を確認させ

ていただく貴重な学びの時とな

りました。第２６代役員会の北熊

本地区としても、これまでの流れ

を大切に引き継ぎながら、意義

ある会としてより一層成長してい

けるよう努力してまいりたいと存

じます。なお、新役員会のメンバ

ーは、会長：谷口象二郎兄（大

江）、副会長：藤本誠兄（熊本）、

事務局（書記）：椎名浩兄（大

江）、会計：原田浩二郎兄（大

江）、会計監査：寺本行義兄（大

江）・森上郁夫兄（熊本）、担当

牧師：杉本洋一兄（熊本）です。

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

≤ γ  

会長 因てい子 

 

主の御名を賛美いたします。２０

１８年度は事実上教区の青年会

活動を休止しました。 

活動費捻出のため行ってきた

素麺販売は、例年楽しみに待っ

ていてくださる信徒の方々がい

らっしゃることから、継続して行

いました。 

教区からの献金と教区女性

会からの献金も例年通り頂いて

おりますが、一部を全国青年修

養会に参加した青年の交通費

補助に使わせていただきました。 

今後のことは池谷先生に一

任しておりますが、４月ごろに新

たに仲間入りをする青年たちも

交えて集い、今後の活動につい

ての話し合いを行う計画とのこ

とです。 

今年度には、今までとは違っ

た新生青年会が立ち上がること

を期待しています。今後とも迷え

る青年たちにご指導をよろしくお

願い致します。
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░Ᵽҏ  

「原発の無い社会を目指して」学習会のおしらせ 

ルーテル教会が2012 年の全国総会で採択した

脱原発の総会決議にもとづき、遅ればせながら九

州教区でも学習会を開催することになりました。神

さまが創造して下さった環境を安心できる世界とし

て後の世代に委ねていくために、まずは学びからは

じめていきましょう。 

講師：高橋博子さん 

(『核の戦後史』著者) 

３月９日(土)18 時～ 

於：箱崎教会 

３月１０日(日)15 時～ 

於：大江教会 

 

礼拝と音楽の学び 

２月１１日に予定していました「礼拝と音楽の学び」

は、式文試用版の配布が遅れましたため、開催を

先延ばしにすることに致しました。改めて日程をご

連絡致しますのでぜひご参加下さい。 

防災資料の配付 

各教会で、防災減災の取り組みをすすめていただ

きたいと、教区で『熊本地震から考える教会と防災』

という小さなパンフレットを作成しました。他に教区

で取り寄せました『寺院備災ガイドブック』と『宗教

施設発達障がい児者受け入れのてびき』の2冊と

ともに、各教会に配布致しました。南海トラフ地震の

危険性も指摘されています。教会で避難訓練を実

施してみるなどして、ぜひお用い下さいますように。 

Ⱡ Ẩỹ 

ҹṡӰγ 宮崎教会の新しいオルガンの名称は「宗教改革５００年記念オルガン」です。2019 年３月１５

- １７日のお披露目演奏会と演奏と製作に関するセミナーに向けて最後の整音に入っています。（中村） 

‹₣Ӱγ 12 月１６日、九州ルーテル学院大学ハンドベル演奏に彩られた礼拝。２３日、子供、大人５名の

洗礼式。２名の転入式。クリスマスの喜びを分かち合いました。(角本） 

Ϲ˵ Ϲ ᷈ᶡ 12 月21 日に学院のクリスマス礼拝をしました。また伝統的な行事として、全

校で「ハレルヤコーラス」の賛美、中学1年の慈愛園訪問、キャロリングも一緒に行われました。(崔) 

̴ 園の秋は、運動会、稲刈り、芋掘り、みかん狩り、収穫感謝祭と大忙しでした。12 月

は年少から年長の全員で演じたページェントで厳かに締めくくりました。(関) 

₣ Ӱγ 宗教改革主日に１名の洗礼者が与えられ、大きな喜びと感謝を神さまにささげました。クリス

マス・イブ礼拝は、28 名の参加があり、その後の祝会も楽しく過ごしました。(関) 

Ӱγ 12 月に13 年ぶりの洗礼者が与えられ、教会員一同大変嬉しく受洗者を迎えました。イブ礼拝

は行わず、クリスマス当日の燭火礼拝を行い、28 名が参加されました。(関) 

ḀẮӰγ 12 月23 日（日）にクリスマス礼拝を行いました。礼拝の中で、保育園の子どもたちが聖劇を

行いました。とても好評でした。 (木下) 

ᶹ Ӱγ １２月２２日（土）クリスマス礼拝後、コンサートを行いました。コンサートの中での証しに、皆心

を打たれました。(木下) 

ᶩḫӰγ 昨年より、教会員全員で証言集の作成に取り組んでいます。タイトルは「小さな集い－エリス先

生と歩んだわたしたち」。３月の発行をめざしています。(小泉) 

ᴜׅӰγ １２月９日には、教会学校本校・広安愛児園分校・熊本ライトハウス分校・こどもL.E.C. センタ

ー分校の４つの教会学校が教会に集まり、例年のようにＣＳ合同クリスマスを開催いたしました。(小泉) 

Ҵ Ӱγ 11月11日（日）、内海牧師説教奉仕のもと、献堂百周年の礼拝が行われました。人々の祈

りと共に歩んできた赤煉瓦造りの礼拝堂の百年の歴史を覚え、喜びと感謝を分かち合いました。(宮川) 

ἧќӰγ 礼拝とその後のお茶の時間を大事にしながら、ゆったりと日々をすごしています。12 月24 日

には、信徒礼拝によるクリスマスイブ礼拝も行われました。(宮川) 

Ӱγ 昨年、新しい取り組みとして聖歌隊がはじまりました。クリスマス礼拝では四部に分かれて

「もろびとこぞりて」を合唱。とても綺麗なハーモニーとなりました。(宮川) 


